
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

さくら通信

 

皆様のおかげをもちまして 24年目を迎えられました。旧年中は多くの方々との出会

いをいただき感謝します。治療を行うことで病気が治りご家族の喜ばれる顔に出会

える嬉しい出会いもあれば、治療を行っても完治しない病気に出会うこともあります。

完治に至らない病気と分かった時、その病気やその治療に対する考え方はご家族

によって様々です。完治しない病気に対してどのように向き合い、どのように付き合

っていくか。ご家族の方と一緒に考え、一緒に悩み、動物たちとそのご家族を支えて

いける動物病院でありたいと思っております。今後も地域の皆様に貢献できるよう努

力していく所存であります。 

 当院はアットホームな地域に根付いたホームドクターであるとともに世界最高水準

の医療を提供できる病院を常に目指しています。「地方だから治療できないので大

学病院に行ってください」ということは言いたくありません。地方にいても動物たちに

は最高の医療を選択できる病院でありたいと思っています。近年、病院スタッフの努

力のおかげで専門分野が充実してきました。特に眼科、再生医療、内科、消化管内

視鏡、については十分満足していただける医療を提供できます。また、昨年より東洋

医学と西洋医学を融合させることで自己治癒能力を高めるために鍼灸施術も始めま

した。もちろん今後も専門分野を広げながら「人と動物の笑顔」の為に各スタッフ自

己研鑽を積み上げていきたいと思います。しかしながら医療(治療)が先行しては本

末転倒です、「木のみを見ず、森を見る」ように対話を重視したトータルケアを心がけ

ますのでどんな些細な事でもご相談ください。 

動物・オーナー・病院は三位一体でなければいい医療は提供できません。是非と

も困っていること辛いことを話してください。必ず解決の糸口が見つかるはずです。 

今年もよろしくお願いいたします。 

 

さくら動物病院 

院長 横山篤司 

2025年 元日 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

皮膚のターンオーバーの乱れによって出来た異常な角質。 

刺激を受けると簡単に剥がれ、フケ自体も皮膚に刺激を与える原因に！ 

〇good ×bad 

 

保湿性シャンプーや保湿剤を使って皮膚の乾燥を防ぐ！ 

軟膏やクリームなど外用薬を使うのも手！ 

角質溶解性シャンプーを使って異常角質をオフ！ 

角質を柔らかくして保湿成分の浸透性を高める！ 

ブラシやコームで余分な下毛・もつれを取る！ 

通気性を良くして蒸れを軽減！ 

お肌に合うもの選ぶのは 
人間と同じだニャ。。。 

獣医師 倉石 

蒸れ・乾燥・紫外線 

などなどの刺激で… 

毛の長さ、毛質、体格、性格 etc.・・・ 

その子の特徴に合わせたスキンケアを！ 

 

オイルクレンジングで 
角質を落とすのも◎ 

いつの間にか現れているフケ。乾燥しがちな冬場だけかと思ったら、うちの子は年中フケが出る・・・ 

これってどうやってケアすればいいの？ 

これってどうする？～気になるフケのお話～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

今年も忘れずに！ 

春は の予防が始まります 

2024年が過ぎ、年が明けて 2025年になりました。 

なんだかみるみる寒くなったかと思いきや、クリスマスが過ぎ、あっという間に年が明け、 

もう来月には立春になります。 

何が言いたいかというと、、 『予防の春』 はすぐにやってきます…！ 

皆さん、今年も狂犬病、フィラリア、ノミ・マダニ、混合ワクチンなど様々な予防を行っていきましょう。 

(混合ワクチンは前回接種した時期などによって追加接種の時期が異なります。 

追加接種の時期がわからない、初めて接種をする などご不明点等ありましたらお問い合わせくださ

い。) 

 

当院ではフィラリア、ノミ・マダニは 5月からの投薬をおすすめしています。 

フィラリアのお薬の処方の前には一度ご来院いただき診察や検査が必要ですので、 

投薬時期に間に合うよう、早めに来院の計画を立てておきましょう。 

万が一お家にお薬が余っていたりしても時期が来たからとあげないでください。 

予防シーズンが始まって一番初めに投薬する前に、一度動物病院へご相談ください。 

また、予防の時期は大変混み合います。 

お時間に余裕をもってご来院いただきますよう、お願いいたします。 

 

フィラリア症の予防にはいくつかお薬の種類があります 

 

【月 1回投与】 

・錠剤 

・チュアブルタイプ 

・スポットオン(背中に垂らすタイプ) 

・オールインワン(ノミ・マダニも一緒に予防可) 

 

【年 1回】 

・注射 

フィラリア症は蚊を介して感染します。 

血管や心臓に寄生し病状によっては呼吸が苦しくなったり、腹水がたまったり、 

命を落とすこともある辛くて怖い病気です。 

投薬し始めから一番最後まで投与しきることがとても大切です。 

大切なおうちの子を守るために、しっかりと予防をしてあげましょう。 

《予防》 
フィラリア 

《お薬の種類》 

《フィラリア症》 

経口、垂らすタイプ、注射、その他の寄生虫も一緒

に予防するものなど、種類や料金も様々です。 

忘れずに投薬できるよう、 

おうちの子や飼い主さんに合ったものを選んで

みてください。 

分からないことなどありましたら、ぜひご相談 

くださいね。 

動物看護師 小金沢 



 

 

 

休診：火曜日／第四日曜日／ 

木・土・日・祝祭日の午後 

  

         牧羊犬・牧畜犬(家畜の群れを誘導、保護) 

 ｺｰｷﾞｰ／ｼｰﾌﾟﾄﾞｯｸﾞ／ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ／ｳﾙﾌﾄﾞｯｸﾞ／ｺﾘｰ など 

 

         番犬・警護・作業犬 

 ﾋﾟﾝｼｬｰ／ｼｭﾅｳｻﾞｰ／ﾏｳﾝﾃﾝﾄﾞｯｸﾞ／ﾋﾟﾚﾆｰｽﾞ／ﾏｽﾃｨﾌ／ｾﾝﾄﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ／ﾄﾞｰﾍﾞﾙﾏﾝ／土佐／ﾌﾞﾙﾄﾞｯｸ など 

 

         小型獣用の猟犬(ウサギ、ネズミ、キツネ) 

 ｳｴｽﾄﾊｲﾗﾝﾄﾞﾎﾜｲﾄﾃﾘｱ／ｴｱﾃﾞｰﾙﾃﾘｱ／ｹｱｰﾝﾃﾘｱ／ｼﾞｬｯｸﾗｯｾﾙﾃﾘｱ／ｽｺﾃｨｯｼｭﾃﾘｱ／ﾖｰｸｼｬｰﾃﾘｱ／ﾌﾞﾙﾃﾘｱ など 

 

         アナグマやウサギの穴に入れる体型を持つ猟犬 

 ﾀﾞｯｸｽﾌﾝﾄﾞ／ﾐﾆﾁｭｱﾀﾞｯｸｽﾌﾝﾄﾞ／ｶﾆｰﾝﾍﾝﾀﾞｯｸｽﾌﾝﾄﾞ 

 

         オオカミに近く原始的タイプで鼻先が尖っている 

 日本犬(土佐を除く)／ﾏﾗﾐｭｰﾄ／ｻﾓｴﾄﾞ／ﾊｽｷｰ／ｽﾋﾟｯﾂ／ﾁｬｳﾁｬｳ／ﾎﾟﾒﾗﾆｱﾝ など 

 

         嗅覚ハウンド(様々な大きさの動物を優れた嗅覚で追い大きな声で知らせる猟犬) 

 ｾﾝﾄﾊｳﾝﾄﾞ／ﾀﾞﾙﾒｼｱﾝ／ﾋﾞｰｸﾞﾙ／ﾊﾞｾｯﾄﾊｳﾝﾄﾞ/ ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾊｳﾝﾄﾞ など  

 

         ポインター(草むらに潜むキジなどの獲物を見つけ位置を静かに示す猟犬) 

 ﾎﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞﾄﾞｯｸﾞ／ｾﾀｰ／ﾜｲﾏﾗﾅｰ など 

 

         鳥猟犬(水鳥を羽ばたかせたり水面に撃ち落された獲物を優しく咥えて持ち帰る) 

 ﾚﾄﾘｰﾊﾞｰ／ﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾄﾞｯｸﾞ／ｳｫｰﾀｰﾄﾞｯｸﾞ／ｺｯｶｰｽﾊﾟﾆｴﾙ／ｽﾌﾟﾘﾝｶﾞｰｽﾊﾟﾆｴﾙ など 

 

         視覚ハウンド(スレンダーな体型と優れた視覚と最速の走力で獲物を追跡捕獲する) 

 ｻｲﾄﾊｳﾝﾄﾞ／ｳﾙﾌﾊｳﾝﾄﾞ／ｱﾌｶﾞﾝﾊｳﾝﾄﾞ／ｸﾞﾚｰﾊｳﾝﾄﾞ／ｳｨﾍﾟｯﾄ／ｻﾙｰｷｰ／ﾎﾞﾙｿﾞｲ など 

 

         家庭犬(活動的で人に寄添うことを何よりも喜ぶ) 

 ｷｬﾊﾞﾘｱｷﾝｸﾞﾁｬｰﾙｽﾞｽﾊﾟﾆｴﾙ／ﾌﾟｰﾄﾞﾙ／ｼｰｽﾞｰ／ﾁﾜﾜ／狆／ﾊﾟｸﾞ／ﾊﾟﾋﾟﾖﾝ／ﾌﾚﾝﾁﾌﾞﾙﾄﾞｯｸﾞ／ﾏﾙﾁｰｽﾞ など 

 

ﾊﾞｾｯﾄﾊｳﾝﾄﾞ 

 

ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ 

ﾚﾄﾘｰﾊﾞｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
長野どうぶつ眼科センター(併設) 

休診日・午後休診は 

当院のホームページまたは 

お電話にてご確認ください。 

ホームページはこちら！ 

獣医師出勤表、お知らせ随時更新中！ 

ペットとして可愛がられている子たちも、もともとは生存目的や用途によって飼われていました 

うちの子の歴史や何を得意として生活していたのか知ることで新たな発見があるかも・・・ 

動物看護師 鎌田 


